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平成26年度決算(見込み）

単位：百万円

保険料収入 184,347

その他収入（協会、国） 2,749

計 187,096

医療給付費（国庫補助除） 93,117

現金給付費 8,820

前期高齢者納付金等 72,997

業務経費 2,239

一般管理費 768

その他支出（協会、国） 530

平成24年度の収支差の精算 111

特別計上費 4

計 178,586

8,509

8,900

▲ 391

▲139／▲252

9.98％
（10.07451％）

京都支部の平成26年度の収支　　【医療分】
（協会会計と国会計ベースの合算ベースでの決算見込み）

保険料率（四捨五入前）

収入

支出

単年度収支差

単年度収支差（全国の収支差を按分）

地域差

（再掲）医療給費地域差分／要精算分

医療給付費等地域差分

加入者一人あたり医療給付費（全国との差

分）の実績が保険料率算定時の見込みから乖

離した影響を表す。

医療給付費等地域差分

要精算分

平成26年度都道府県単位保険料率の凍結

に際し、料率凍結のために配分した準備金取

崩し額と準備金取崩し総額を料率算定時の総

報酬で按分した額との差額

要精算分

医療給付費等地域

24年度の都道府県ごとの収支における収支

差の精算（健康保険法施行規則第135条の7

に基づき行うものであり、東日本大震災に伴う

医療費の波及増に係る特例的取扱いを講じた

もの）を表す。

収支差の精算
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支部別収支差（地域差分） 総報酬額（26年度実績） 保険料率換算

（a） （ｂ） （a）／（b）＊100

（百万円） （百万円） （％）

京都 ▲391 1,846,312 ▲0.02

２．

平成26年度の支部別収支差（地域差）の保険料換算

（※　保険料換算は、平成26年度の総報酬額の実績に基づく参考値）

平成28年度の保険料率の算定においては、平成26年度の都道府県支部ごとの収支における収支差（地域差
分）について精算する必要がある。当該収支差は、プラスの場合に加算し、マイナスの場合は絶対値の額を支出
に加算する。

（注）１．

平成28年度保険料率算定の際の精算に係る保険料率は、平成26年度の支部の収支差（地域差分等）を平成
28年度の総報酬額の見込みで除したものになるため、表中の保険料率換算（収支差（地域差分等）を平成26年
度の総報酬額の実績で除したもの）とは異なる。
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２． 財政の傾向 
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